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岡山県警察本部生活安全部生活安全企画課調べ

注１）被害額欄は端数を四捨五入しており、個別被害額を合計しても全体被害額の合計とは一致しない場合があります。増減率についても同様です。

特殊詐欺被害発生状況 【令和６年６月末】

消費者ホットライン 岡山県消費生活センター警察総合相談電話

局番なし188（いやや） 局番なし＃9110
岡山県消費生活センター津山分室

こちら

相談は

７月１０日に、県、県警察、金融機関、コンビニエンスストア、通信事業

者、運送事業者等で構成する「特殊詐欺被害防止ネットワーク」の担

当者会議をオンラインで開催しました。特殊詐欺被害の現状と対策等

について情報共有し、関係機関が引き続き連携して、被害防止対策を

推進することなどを確認しました。

特殊詐欺被害防止ネットワーク担当者会議を開催しました！

前年同期と比べて件数、被害額共に若干減少するも、まだまだ大きな被害が発生しています。

被害件数
【対前年】

－11件、－12.4％
【対前年】

－4,370万円、－20.5％約

● ターゲットは高齢者だけではない！

● きっかけは固定電話だけに限らない！

被害の特徴も変わってきています！

被害者全体に占める高齢者の割合

R5年中63.5％ ▶ R6年上半期50.0％

犯人からの最初の接触手段

〇 R5年中

固定電話67.0% 携帯電話11.0%

〇 R6年上半期

固定電話59.0% 携帯電話15.4%

還付金詐欺
41.0%

架空料金
請求詐欺
33.3%

オレオレ詐欺

14.1%

キャッシュカード詐

欺盗

6.4%

融資保証金詐欺

2.6%

預貯金詐欺

1.3%
金融商品詐欺

1.3%

R6上半期
特殊詐欺
類 型 別
発生割合

前年同期

＋９件
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還付金詐欺では、
60～64歳の被害が
増加！
架空料金請求詐欺
では、さらに若い世
代の被害が増加！

留守番電話の活用
等の固定電話対策
を継続しながら、
携帯電話への電話
にも注意！

令和６年度上半期（1～6月） 特殊詐欺被害状況 まとめ
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が
多
発
！

Ｒ6.6末 R5.6末 増減 増減率 Ｒ6.6末 R5.6末 増減 増減率

11 13 -2 -15.4% 約2,180万円 約3,870万円 -約1,690万円 -43.6%

1 21 -20 -95.2% 約610万円 約2,580万円 -約1,960万円 -76.2%

26 20 6 30.0% 約9,400万円 約9,810万円 -約410万円 -4.2%

32 23 9 39.1% 約3,810万円 約2,990万円 約830万円 27.7%

2 2 0 0.0% 約210万円 約140万円 約70万円 54.4%

1 3 -2 -66.7% 約100万円 約810万円 -約710万円 -87.7%

約万円

約万円

0 約万円

5 7 -2 -28.6% 約570万円 約1,060万円 -約490万円 -46.5%

78 89 -11 -12.4% 約1億6,890万円 約2億1,260万円 -約4,370万円 -20.5%
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ＳＮＳがきっかけとなる被害も増加！
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